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（標的行動：太字）

①携帯電話を手に取る。

②携帯電話を開く。

③通話開始ボタンを押す。

④携帯電話を耳に当てる。

⑤「もしもし、Ａです。」

⑥「はい。」

⑦「ばいばい。」

⑧携帯電話から耳を離す。

⑨電源ボタンを押して、通話を終了する。

⑩携帯電話を閉じる。



（標的行動：太字）

①携帯電話を手に取り、開く。

②アドレス帳ボタンを押す。

③相手の名前にカーソルを合わせる。

④決定ボタンを押す。

⑤発信ボタンを押す。

（標的行動：太字）

②「もしもし、Ａです。」

③「（場所）です。迎えに来てください。」

④「はい」

⑤「ばいばい」

（標的行動：太字）

⑤「もしもし、Ａです。」

⑥「（場所）です。」

⑦「ばいばい。」
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（標的行動：太字）

①携帯電話を手に取り、開く。

②アドレス帳ボタンを押す。

③相手の名前にカーソルを合わせる。

④決定ボタンを押す。

⑤発信ボタンを押す。

⑥携帯電話を耳に当てる。

⑦「もしもし、Ａです。」

⑧「（場所）です。迎えに来てください。」

⑨「はい。」
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